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　●１．はじめに
　　相模トラフ域は，ユーラシア－北アメリカプレート，太平洋プレート，フィリピン海プレートの３重会合点と伊豆

小笠原弧－東北日本・西南日本両弧の衝突型プレート境界域とを結ぶ複雑な地域で，その北方に位置する関東平野は震
源分布，地温勾配分布などが日本列島の中で特異的である．　今回，本地域の特異性の主要な原因となっている可能性
が高いフィリピン海プレート－スラブの地下分布について検討した（茂野，2008c）ので，その概要を紹介する．

　●２．簡易モデル化－シミュレーションの方法と設定条件
　　今回，茂野（2008a）の方法を用いて相模トラフ域から沈み込むフィリピン海プレート－スラブ（～上面）の分布

を簡易的にモデル化－シミュレーション計算し，モデルとパラメータ値の組合せをかなり系統的に繰り返し調整して，関
東地方の対応する震源の３次元分布と整合化させた．
　　設定した条件の概要は次の通りである．　（１）現在の相模トラフ域を３区分し，西部域（足柄平野・相模湾からSE

方向へ延び，房総半島先端部沖を回ってENE方向へ鴨川海底谷まで延びる），中部域（房総半島先端部沖からWNW-ESE
方向へ安房海底谷に沿って勝浦海盆へ至る），東部域（SSE方向に前弧斜面の分布が乏しい勝浦海盆～伊豆小笠原海溝
域）として，３領域から沈み込むスラブがセグメント化（短冊状化）していると仮定した．　（２）相模トラフ域では，
フィリピン海プレートは～4 cm/yearの相対速度で NNW方向に～6 Maから移動していると仮定した．　（３）伊豆弧の
北進・衝突に伴う相模トラフ域の分布方向の変化（ENE→WNW）の履歴については，スラブの沈み込み長が短い期間
の方向履歴は無視できると仮定した．　（４）スラブの見掛けの沈み込み角度を沈み込みの前期・後期によって変化さ
せて，前期は非常に小さく（～10 deg），後期は系統的に西方ほど大きく（12～45 deg）した．これらの設定条件の改善
によって，漸次整合的な結果が得られた．

　●３．簡易モデル化－シミュレーションの結果と考察
　　上記２．の結果の概要は次の通りである．　（１）西部域からのスラブの分布（最深～70 km）は，関東平野西部

の震源分布に対応し，概略的に活断層の分布域とも調和的である（南部で元禄・大正関東地震の震源域にも対応）．　
（２）中部域からのスラブの分布（最深～100 km；北西端部）は，より広く関東平野の震源分布に対応しており，プレー
ト－スラブの斜め沈み込みによって沈み込み角度が大きな北西部で西方に偏向する傾向を持つ．　西部域と中部域から
の２つのスラブは，関東平野西部で一部重層化しており，震源の分布を厚くしている．　（３）東部域からのスラブの
分布（最深～40 km）は限られるが，関東平野の東縁部～東方海域の震源分布に対応している可能性がある．
　　今回のモデル化－シミュレーション結果は，フィリピン海プレート－スラブの沈み込みを起源とした関東平野地

下の３次元震源分布についての従来の多数の研究報告に調和的であり，現在の相模トラフ域を沈み込み帯とした具体的
な幾何学－運動モデルを提供している．　同時に，関東平野が非火山地域となっており，また温泉湧出温度，地温勾配，
熱流量が日本で最も低い異常地域となっている原因として，関東平野下に沈み込む伊豆小笠原弧の前弧域（比較的古く
冷たい）起源のスラブについての具体的なモデルを提供している．

　　本説は，地質調査総合センター（2007）および茂野（2008a）の簡易的な手法を相模トラフ域－関東平野に適用し
たものである．　同様にフィリピン海プレート（南海トラフ域）－西南日本弧（近畿帯）に適用した例については茂野
（2008b）を参照されたい．
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